
 

 

 

  

 

                         

「美しい」子どもたち 
                               校長 藤田 由江 

11月の全校朝会で、次のような話をしました。 

美しい音楽と心を響かせた５、６年生 

妙高市音楽発表会で、５、６年生のみなさんが文化ホールいっぱいに、美しい音楽と美

しい心を響かせてきました。「花は咲く」の歌声に、涙しながら聴き入る方もいました。 

 

「大」きな「羊」と書いて「美しい」 

「美」という漢字の成り立ちには、様々な説があります。その一つに、次のような説が

あります。「大」きな「羊」と書いて「美」。羊の群れがおおかみに襲われると、一番大き

な羊がおおかみと戦う。他の羊たちを逃がして恐ろしいおおかみと戦う、その姿があまり

にも美しいことから「美」という漢字ができたとのこと。この説では、「『美しい』とは『他

のだれかの役に立ちたい』という思いやりの心が行動に現れた姿」ということになります。 

 

「美しい」北小のみなさん 

では、一番体が大きいといったような、人よりも優れたところがなければ、

美しい行いはできないのでしょうか。いいえ、そんなことはありません。「み

んなの役に立ちたい」「だれかのためになりたい」という「人を思いやる心」

があれば、だれもが大きな羊のように美しい行いをすることができます。 

うれしいことに、新井北小学校には、美しい行いがいっぱいです。たとえば、先日のな

かよし集会では、一人一人が「心あったかカード」を書いて、班のメンバーの心を温かく

しました。全校合唱「３６５日の紙飛行機」は、勇気がわく温かな歌声でした。集会終了

後には、コーンを片付ける６年生に習ってコーンを運ぶ５年生の姿がありました。コーン

に手を伸ばす低、中学年の姿もありました。これらのすべてが、まさに「大」きな「羊」

の心で「美しい」行いをする姿です。「美しい」北小のみなさんは、私たちの自慢です。 

 

 

「美しい」心を家庭や地域へ 

前期学校評価では、保護者アンケート項目「お子さんは、決められた仕事やお手伝いを

している」の肯定的評価は７４.４％でした。ご家庭では、大きな羊役を担う大人に甘えて、

子どもたちが「美しい」心を出し惜しみする場面があるのかもしれません。大切な家族の

ために、決められた仕事や手伝いをする「美しい」心の発揮を期待したいものです。 
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いじめ見逃しゼロ強調月間 

       人権教育強調週間の取組から 
 

 「いじめ見逃しゼロスクール強調月間」の取組に合わせて、当校では、１１月１５日に

「人権教育の学習参観」、２２日に「なかよし集会」、２４日には「児童会主催なかよし集

会」を実施し、いじめ防止や人権尊重について考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめや人権侵害を絶対に許さないこと、友達のよいところを見つけて誰とでも仲よく

していくこと、温かい言葉や勇気づけられる言葉をかけ合うこと等を確認し合う機会とな

りました。なお、このなかよし集会で、１００周年記念事業で贈呈していただいたプロジ

ェクター、ステージ壁面を初めて使用しました。鮮明な画面に子どもたちは大喜びでした。 

上越国語教育連絡協議会 秋季研修会から 
 

 １１月２５日、当校を会場に、「上越国語教育連絡協

議会 秋季研修会」が行われ、２年２組担任の重野教

諭が公開授業を行いました。上越地区の小中学校から

約６０名の参加があり、授業参観と熱心な協議が行わ

れました。 

 公開授業では、２年２組の子どもたちは詩を作るた

めの短冊シートを隣の友達とペアで読み合い、付箋に

よいところやアドバイスを書いて伝え合いました。そ

して、それらを生かして詩を作りました。 

 参加者からは、「安心して自己表現できる学級の雰囲

気ができている。だから、感じたこと、経験したこと

をのびのびと表現できていたと思う。」、「子どもたち

が、一生懸命で、明るくて、こちらも楽しい気持ちに

なりました。」というような感想をいただきました。  

また、ご指導いだいた妙高市教育委員会 遠藤指導

主事や上越教育大学の先生方から、「温かく、心がポカ

ポカする授業だった。できあがった詩もすばらしかっ

た。」と讃辞をいただきました。 

子どもたちの笑顔と活躍が輝く授業でした。 



 

 

晴れて、創立１００周年記念事業実行委員会が解散 
 

 １１月２２日に第８回創立１００周年記念事

業実行委員会が開催され、記念事業の総括と会計

報告がなされました。「学校は地域とともに 地

域は学校とともに」を礎に、テーマ「１００年の

実りを 楽しい夢に そして未来へ」に沿った事

業が展開され、式典や祝賀会等が成功裏に終了し

たことを確認しました。 

実行委員会は、本会をもって解散となります

が、事業で深めた絆を生かし、これからも、学校、

地域が一層連携を深めて、あるべき姿を目指して

行きたいものです。 

最後になりますが、長きにわたりご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。          

(実行委員長 砂山 幸夫) 

１２月の主な予定 
 

１（木）個別面談（国賀･栗原） 

２（金）個別面談（月岡） 

７（水）委員会 2学期最終 

12（月）地域児童会、学校預り金振替日 

14（水）年忘れ集会 

15（木）期末事務整理のため給食後放課 

22（木）給食最終、2学期終業式 

お知らせ 

 

１００周年記念事業で作成したリーフレ

ット（卒業写真の一部も載っています）、校

歌ＣＤ（三山高く 栗原小学校校歌 新井北

小学校校歌 １００年目の記念日）の残部が

あります。 

ご希望の方はお申し出ください。 

 

たのしい新井北小学校 １００年目の実り(学校運営協議会の輝きを紹介します) 

第２回目の学校運営協議会を１０月３１日（月）に開 

催いたしました。冒頭の挨拶の中で、砂山幸夫会長から 

創立１００周年記念事業が成功裏に終えたこと、その価 

値と意義についてお話をいただきました。協議では、前 

期の学校評価の結果と今後の学校の取組について学校職 

員が説明を行い、その後活発な意見交換が行われました。 

ご意見を今後の教育活動に活かしてまいります。 

 

また、１１月２２日（火）、小千谷市“サンラックおぢ 

や”を会場に行われた「平成２８年度新潟県コミュニティ 

・スクールセミナー」に参加いたしました。砂山幸夫会長 

が資料を基に、新井北小学校におけるコミュニティスクー 

ルの現状を参加者の皆さんにわかりやすく伝えました。 

 

 

  


